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結 び 目 (表紙の説明)

3次元ユークリッ ド空間の中の, 自分自身と交わ らない閉じた曲線を結び目といいます。主

に滑らかな結び目を考えるのが普通です。ひとつの結び目を平面上の図で描 くと, どうしても

曲線が上下に立体交差している所 (2重点)を描かなくてはならないのが普通ですが,そ のよ

うな 2重点を出来るだけ少 くなるように描いたときの 2重点の個数を,その結び目の交又数と

呼ぶことにします。

表紙の図は,交又数が10で あるような ｀
素な″

結び目を全部分類した表です。御覧のように

165個 あります。ただし, ｀
素な″

結び目とは,次のように定義されます。ひとつの ひ`も″

の上にひとつの結び目 Klをつ くり,同 じひもの上で,い ま作った結び目のとなりに別の結び

目 K2をつ くり,全体として ひ`とつの″
結び目と考えたとき,そ れを Klと K2の合成と呼

びます。合成になっていr■
‐
ぃ結び目が ｀

素な″
結び日です。

結び目の分類は,前世紀後半にP.G.Tait氏 (物理学者)及びC.N.L ittle氏 によ り大

きな表 (交又数 11以下)が作られましたが,彼等の方法は ｀
経験的

″で,重複や遺漏があり

ました。 (と くに Little氏のもの。)

表紙の図は,K.A.Perko氏 によって発表されたもので,そ の後約 100年間の進歩によっ

てな しとげられた理論的に完全な表です。 1974年 のことです。現在は交又数 11以下のも

のが数えられていてその数は550個 であろうと推定されています。

結び目の分類はキ リのない仕事ですが,こ のような結び目が存在するという数学的事実が,

3次元 , 4次元の多様体論を難しいものにしているわけで,数学の世界も理論的に美しい世界

ばかりが拡がっているのではないことがわかります。

(図 は,PrOc,A,M.S.45(1974)pp 265～ 266よ り。結び目の番号は,123番 ま

では Tait氏の表の番号づけ。)

級本幸ガ  ●
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火の玉は炭素質コンドライ トだったか ?

増 田 彰 正 (化学 )

私は,東京理科大学で初めて教壇に立つように

なった。講義の中で隕石のことについてふれた後

で,「 もしも君達の家の庭に隕石が落ちたらいち

早 くこっそりと私の所に届けて下さい。Jと つけ

加えることにした。学生数が多いので,依頼と宣

伝をかねてこのようなことをいっておくのには好

都合な機会であるかもしれないと考えたからであ

る。しかし,そ れが機縁になって新 しい隕石を入

手できるなどと大真面目に考えていたわけではな

く,それは講義の中の息抜きの効果をねらった ,

むしろ冗談の一種でもあった。

ある時,一人の学生が私の部屋をノックした。

全 く面識のない学生であった。彼は「私の村に隕

石を持っている人がいます。」と,思いもかけぬ

朗報を私に告げたのである。その学生は群馬県甘

楽 (か ん ら)郡か ら通学 している聴講生であるこ

とが分ったが,何れ近い中に現地の村で会うこと

を約 して別れた。私は,その ｀
隕石

″に甘楽隕石

という仮称を与えることにした。 (隕石の命名は

原則として,落下した,あ るいは,発見された場

所の地名によることになっている。しかし,最近

の南極隕石のように一ケ所に多量の隕石が発見さ

れる事態が生 じたため,命名法について新たな問

題が生じた。)

私は日記をつける習慣を持たないので,何年の

何月何 日であったか定かでないが,かねての計画

に従って期待に胸をはずませて現地に赴いたのは

七月頃だったろうか。研究室所属の学部学生や大

学院生も同行し,途中で西瓜を買ったのを覚えて

いる。現地の事情に詳しい学生も先で合流し,件

の隕石を所有 している村人に会わせてくれた。そ

して,落下を目撃した当時の情況などをきくこと

ができた。

二人の村人が小さい山の頂上近くに腰を下して

作業の合間の休憩を取っていた時のことであった

という。えも言えぬ七色の (?)光に輝いた火の

玉が飛んで来て,あ っとかたずをのむ間にオレン

ジ色に光を変えながら直 ぐ真向いの山の杉の木立

の中に姿を消すのを目撃 した。 (当 日,ほ ぼ同じ

時刻にその村の小学校の校庭で遊んでいた子供達

の中にも火の玉の飛来を見たものがいたとのこと

である。)二人は, これと目星をつけた地点にか

けつけたが,そ れらしいものを回収することはで

きなかった。あいにく,そ の夜は強い雨。翌日も

二人は仕事を止めて火の玉を探 したが,収穫な し。

しかし, この世のものとは思われぬ火の玉を目の

当りに見た二人はその瞬時の光景を忘れることが

出来ず, ｀
火の玉″

を拾ってやろうという気持は

募るばかりであった。農作業を時々休んでは山の

中を採 しまわる二人の行動は村の人達から奇異の

目で見られるようになり, ｀
宝物を探 しているら

しい″という評判が村中に広がった。同時に,我

こそは宝物を……という人が日増 しに増えて,つ

いには,村 中総出の組織的な火の玉探しにまで発

展 した。火の玉の正体ではないかというものがい

くつか回収されたが,情況証拠から考えて最もそ

れらしいものの一部分が目撃者の一人の家に保存

されているとい う話を聞いて胸おどるものがあっ

た。神棚の奥から出して見せてくれたその物体は

私の興味をいやが上にもかき立てた。その外観は

黒っぱくて, もろく, フランスに落下したorgueil

隕石とい う大変貴重な炭素質コンドライ トによく

似ていたからである。

隕石は化学組成,鉱物学的組成と構造等により

いくつかに大別されるが。その中でも最も未分化 =

な隕石はコン ドライ ト隕石である。しかし, これ
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にもいくつかのグループがあって,岩素質コンド

ライトは,さ らに細かく分類され, I,■ ,Ⅲ ,

(あ るいはⅣ)の タイプに分けられる。これらの

炭素質 コン ドライ トのタイプの中でも最も始原的

なのがタイプ Iで ,前述の Orgueil隕 石はこれに

属する。炭素質コンドライ トの特徴の一つは,名

前の通り炭素の合有量が高い (05～ 36%)点

であるが,水の合有量も際立って高い。無論,炭

素のみならず,様 々な有機物 (ア ミノ酸等も含む)

が検出されており,化学進化 との関連においても

興味を持たれている。とにかく,こ れらの有機物

は 45億 5千万年前に原始太陽系星雲の中で形成

されたものである。アミノ酸について一言つけ加

えると,炭素質コンドライ ト中のアミノ酸はD型

とL型とがほぼ等量で,光学活性を示さない。(化

学や生物学の関係者にはよく知られている常識だ

が,生体タンパ ク質のアミノ酸は光学活性体であ

る。)

とにかく三拝九拝して, ｀
甘楽隕石

″を少し分

けてもらい研究室に持ち帰った。研究室でその灼

熱減量を測定 した所,タ イプ Iの炭素質 コンドラ

イ トとしても異常に高い値となった。さらに,そ

<学 部 消 息 >

△

5月 20日 (水)定例教授会

理学部 4号館  1320号室

議題 (1)前回議事録承認            議題

12)人事異動等報告

13)昭和56年度受託研究員の受入れについて

(4)寄 附の受入れについて

(51 人事委員会報告

(6)そ の他

(次回予定 :7月 15日 (水 )午後 1時 30分 より)

の灰分について希土類元素を定量した結果は,こ

の物質はコンドライ トではなく,地球 (多分,地

球の表層)に起源を持つ物質であることを裏づけ

た。すなわち,回収された物質は幻の甘楽隕石で

あったとするのが常識的な結論であろう。

私は試料の提供者に研究の結果を知らせること

を約束 して山を降りたのであったが, どのような

返事を書くべきか当惑せざるを得なかった。提供

者の夢を冷酷にこわしたくないという気持を払い

切れなかったからである。私自身,一億分の一 く

らいの確率でもこれが地球外の物質であるかもし

れないと思いたかったからかもしれない。

七年前,私は東京理科大学から神戸大学に移る

ことになった。短い間にせよ,私をわくわくさせ

た甘楽隕石の思い出はその当時の様々な思い出に

つながっていたので他の試料と共に神戸に送るこ

とにした。今後神戸大学から東京大学に転任して

来るための整理をしながら,こ の試料をどうしよ

うかと考えた。もう捨ててしまおうかとも思った

が結局そのまままた持って来ることにした。山の

天狗がカンラカンラと笑っているかもしれない。

6月 17日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

(J 前回議事録承認

12)人事異動等報告

0 学生の留学について

14)人事委員会報告

(5)会計委員会報告

(61 教務委員会報告

(71 植物園運営委員会規則の一部改正

について

18)その他

0

モメ授教

●l
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東京大学理学部 属諸室貸付規程

(目  的)

第 1条 理学部附属の諸室 (以下「諸室」という。)は ,理学部において差支えないと認めた場合に,

東京大学が定めた「学部附属の諸室,会議所又は学生控所貸付規程」によるほか,こ の規程の定

めるところにより貸付することができる。

(申込手続)

第 2条 諸室を借受けようとする者は,所要事項を記載 した理学部諸室使用許可願を,あ らか じめ理学

部長に提出しなければならない。この場合において,理学部教授又は助教授の署名捺印による紹

介及び当該諸室の属する号館の長若 しくは教室主任の承諾印が必要である。

(許 可)

第 3条 使用の許可は理学部長が裁定する。

2 使用の許可を受けた者は,別 に定める使用料を経理部に納付して,許可証の交付を受けるものと

する。

(使用 日時)

第 4条 諸室の使用日時は官庁の執務時間内とする。

ただし,特 に理学部長が必要と認めた場合には, 日曜日及び休 日を含め,若 しくは午後 9時まで

とすることができる。

(許可条件)

第 5条 諸室の使用許可を受けた者及びその紹介者は,そ の使用中に生じた事項について一切の責任を

負 うとともに,次に掲げる事項を実行しなければならない。

(J 諸室の使用中に異常事態が生じた場合は,適切な処置をとるとともに,速やかに理学部長及び事

務長に会合の名称, 日時及び場所,参加者の概数,異常な状況及び処置その他参考となる事項を報

告すること。

12)火 気の取扱いには特に注意 し,火気を使用した後は消火を確認すること。

(事 務)

第 6条 諸室貸付の事務は,理学部庶務掛が行 う。

附  則

1.こ の規程は,昭 和56年 6月 17日 から施行する。

2.理学部会議室使用内規 (昭和 29年 12月 12日 決定)は廃止する。

6)

-5-



「理学部附属諸室貸付規程」第 3条に規定

する「別に定める」使用料について

(理学部長裁定 昭和 56年 6月 17日 )

標記について,下記のとおり定める。

記

使用料は,次の使用料算定基準により各室ごとに算定 し, 10円 未満の端数が生じた場合は, 10

円に切り上げて,時間数を乗じたものとする。

1.木造建物 1硝 1時間当り  2円
2.木造以外の建物   1席 1時間当り  3円

(以上)

諸 室 使 用 料 基 準
(昭和51年 11月 10日 現在)

毎 月 1日 は

「省エネルギー」

号 館 名 室
．

名 室 面 積 時間当約
1号 館 150号室 129イ 390円

350号 室 129 390

347号 室 65 200

340号 室
´
■ 120

344号 室 120

158号室 160

2 号 館 講 堂 298 900

4 号 館 1220 215 650

化 学 新 館 1404 84 260

講 堂 237 720

L
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理学部諸室使用許可願

昭和  年  月  日
1

東京大学理学部長 殿

使用室の警置菫蠍 ⑩ 紹冬番     ③
1主 喘望者 1名

所 在 地

代表者氏名

住   所

下記のとおり使用 しないので,ご 許可願ぃます。

◎‐泥棒がねらっている略難注意)

本郷構内!よ 泥棒天国と0ヽ われています。いた.る と.こ ろで

渥棒 (餐難)の被害にぁってぃます.。 あなためらょぅと:じ

た注意で被害をくいとめられます。

電話 く      )
l③

電話|く       )

会 合 の 名 称

会 合 の 目 的

講 演 者 及 び擬題1等

僕  晴  目 時 1鵡ヽ
1 

年  月  日(  )  時～‐ 時

使  用  室1 名

参加者の種類及び人数

入場料等め徴収の有無 一有 無

-7-
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理学部諸室使用許可証

下 記 の と お り 使 用 を 許 可 す る 。

昭和  年  月  日

東京大学理学部長

会 合 の 名 称

会 合 の 目 的

講 演 者 及 び演題 等

使  用  日  時 昭和  年  月  日 (  )  時～  時

使 用 室 名

参加者の種類及び人数

入場料等の徴収の有無 有 無

注意事項

1.こ の会合が願い出の事項に反 したときは許可を取り消し,ま たは中‐止させることがある。

2.許可後においても公務上の必要が生じたときは,そ の許可を取り消すことがある。

3.許可を受けた者は,使用の際これを係員に提示すること。

4.許可を受けた者は,使用中参カロ者の不法行為によって,建物又は備品等にき損を与えた場合,弁

償責任を負わなければならない。

5.そ の他,公序良俗に反する行為をしてはならない。

理学部附属諸室貸付規程の運用について

間  「理学部附属諸室」 とはすべての部屋を含むのか。特別に定められた部屋のみを指す (例えば,

理 2号館講堂)のかが不明。

答 貸付可能な全ての部屋を合むものである。

2間  「使用の目的」がどの範囲までを指すのかがあいまい。例えば,当 教室の講義室,演習室で当教

室教官が主催 し,他大学研究機関の研究者と行 う科研費の打合せ,研究会,学会関係の事務連絡会,

当教室1学生が主催し他大学の学生の参加する研究会,ゼ ミなどの会合はこの規定にしばられるのか。

答  「使用目的Jは ,東京大学の規程に掲げる

イ)学術研究会,学術講演会その他公益の為に開催する会合。

l・)本学教職員,卒業生,学生生徒諸種の会合。

の範囲で許可するものである。

殿

∝
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｀
例え″の教室教官が主催 (又 は共催)す るものは,貸付に該当しないが,看板等で掲示 し国以

外の者が主催する会合の場合は,該当することになる。

3間 教室で使用できる部屋の貸付に関しては従来通り教室の判断にまかすのか。

答 教室主任の承諾印をうけて理学部長が許可するもので,教室の判断を尊重することは従来どおり

である。

4間 教室に所属していない部屋に関しては,(夕1え ば,2号館講堂)従来通り建物の責任者 (2号館

長)の承認を待って許可を与えてはしい。

答 そのとおりである。

5問 規則を充実することによって,大学が閉鎖的になっていかないよう留意していただきたい。

答 規則が整備されることにより,正規の手続きが必要となるが,貸付を制限するための規程ではな

い。貸付規程がないため,貸付出来なかった例もある。

6間

漣 ● 37言 ::::ゞ』18「『
姉 に教 えない限り各教室の判断で,小研究会や学会などの

●
|

答 教室の判断を うけて正規の手続きにより,そ の使用を許可するものである。なお,本学部教官又

は学生を部外者が訪間して面談もしくは会合 し,研究連絡等を行うため各教室の諸室を一時使用す

ることは,貸付に該当しないものである。

(以上)

人 事 異 動

所属   官職   氏   名   発令年月日   異動内容         備  考

地 物 助 手 ヂ 宗 換 56,3.16復 職

地物研  助 手  飯 島   健  56.3.16  助教授に昇任

物 理  助教授  二 宮 敏 行  56.3.16  教授に昇任

生 化  助 手  高 橋 征 三  563.31 辞 職

物 理  助 手  日 向 裕 幸  56.3.31 辞 職

植 物  助 手  石 津 純 -  56.3.31  辞 職

物 理  助 手  坂 西 明 郎  56.4.1   国立循環器病センタ義 任

化 学  助 手  相 馬 悠 子  56.4.1  国立公害研究所転任

地 質       村 田 明 広  56.4 1  助手に採用

動 物       岡   良 隆  56 4 1  助手に採用

化 学       正 田 晋一郎  56.4 1  助手に採用

物 理       押 山   淳  56.4.1  助手に採用

物 理       宮 下 精 二  56.4.1  助手に採用

数 学       岡 本   久  56.4 1  助手に採用

-9-



所属

数 学

数 学

地 質

地 質

物 理

地 質

地 質

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助教授

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助教授

助教授

助教授

助教授

助教授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

発令年月 日

56.  4  1

56. 4  1

56  4  1

56. 4  1

56. 4  1

56  4  1

56  4  1

56 3.31

56 4  1

56.  4.  1

56.4 1

56  4.  1

56. 4  1

56. 4  1

56  4  1

56. 4  1

56. 4  1

56. 4  1

56. 4  1

56. 4,  1

56. 4.  1

56. 4  2

56. 4  2

56. 4. 2

56. 4. 2

56. 4  2

56  4. 2

56  5.16

56  5. 29

56  5 31

56  6  1

56  6  1

56. 6. 16

氏   名

枡 田 幹 也

橋 本 喜一朗

福 山 博 之

浦 辺 徹 郎

渡     裕

藤 井 敏 嗣

河 村 雄 行

山 上 健次郎

佐 藤 真 彦

豊 原 富士夫

佐 藤   光

田 中 文 彦

伊吹山 知 義

岡 本 和 夫

丹 野   正

床 次 正 安

藤 原 大 輔

原 田 一 誠

森 田 茂 廣

河 野   長

川 島 誠=郎
藤 原 鎮 男

霜 田 光 一

乗 原 五 郎

竹 内   均

定 永 両 一

山 崎   敬

増 田 彰 正

高 田 康 民

福 田 昭 男

清 水   洋

西 田 栄 介

白木原 康 雄

異動内容

助手に採用

助手に採用

復 職

復 職

休 職

休 職

休 職

辞 職

講師昇任

熊本大理学部講師昇任

兵庫教育大助教授昇任

罰豪嚢算杏
工学部

九州大教養学部助教授昇任

一橋大社会学部助教授昇任

弘前大人文学部助教授昇任

教授に昇任

東京工業大理学部教授昇任

東北大学薬学部教授昇任

東京農工大農学部教授昇任

東工大理学部教授昇任

広島大理学部教授昇任

停年退官

停年退官

停年退官

停年退官

停年退官

停年退官

教授に配置換

休 職

辞 職

助手に転任

助手に採用

助手に採用

昭 5641～ 57.3.31

昭 5641～ 568.31

昭 56.41～ 58.3.31

上智大教授

奇顆査
産業科学研

神戸大学理学部教授

昭 56.5.29～
57.5.28

神戸大理・ 助手

備

物

物

動

動

θ傷量

lle

物 理

数 学

数 学

人 類

鉱 物

数 学

化 学

生 化

地 物

動 物

化 学

物 理

物 理

地 物

鉱 物

植物園

化 学

物 理

生 化

化 学

生 化

物 理

助 手

助 手

化
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所属

物 理

素粒子

植物園

素粒子

素粒子

素粒子

物 理

官職   氏   名

江 橋 節 郎

武 田   暁

岩 槻 邦 男

高 橋 史 彦

藤 川 和 男

菅 原 寛 孝

講 師  若 林 健 之

異動内容

教授に併任

教授に併任

教授に併任

助教授に併任

助教授に併任

教授に併任

助教授に併任

辞 職

事務官に採用

事務官に採用

技官に採用

配置換

配置換

季
趾  [[;][]抒

セ″ 一

昇 任

配置換

言瓢勤賞牲綴麗
転 任

交彗傘贄た製色
~

配置換

配置換

備  考

東大医教授

東北大理教授

京大理教授

高工研助教授

東大核研助教授

高工研教授

発令年月 日

56  4  1

56  4. 1

56  4  1

56  5  1

56  5  1

56. 6  1

56  6. 16

56  4. 1

56. 4  1

56. 4  1

56. 4 1

56  4.  1

56  4  1

56. 4.  1

56. 4  1

56  4  1

56. 4. 1

56  4.  1

56. 4 14

56. 4 14

56. 4 16

56  5. 1

561  5  1

本務

本務

本務

本務

本務

本務

化 学  用務員  高 橋 劉 介

物 理

事 務

情 報

五 斗 由美子

二 浦 弘 三

池 田 俊 春

物 理  事務官  岩 佐 真理子

事 務  事務官  山 口 泰 教

事 務  学務主任 瀧 澤 龍 夫

事 務  事務官  佐 野々 善 昭

冒警曇又|[「 1菫
事 務  学務主任  三 浦 俊 暁

事 務  経理掛長  伊 藤 誠 一

事 務  経理掛長  小 嶋 壮 介

事 務 人事掛主任 鈴 木 利 次

情 報  事務官  平 井 一 則

事 務  事務官  飯 澤 隆 夫

所属

数学

物理

物理

国 籍

アメ リカ

外 国人 客員 研 究員

医学部から

学生部から

庶後主任から

庶務部学務課

扇男留空核電
研究

庶務部から

情報から

0

職現名氏 研究期間

56 3. 1
1

57. 1.31
期間延長
56. 4 1

信

城

良

鎮

韓

庚国中

アメ リカ
ニューメキシコ大学準教授

上海復旦大学
遺伝学研究所 教授

メリーランド大学教授

― ■―

56.

56.

56.

030
419

8.  4

アメ リカ Richard A.Ferrell



所屋

1鰺

地質

.1121: [:曽

‐ 顕

頌

贈

鍼

物麗

,鯰

:漿

僻

:地物|

国 薪

アメリカ

アメ lJカ

アメリカ

フランス

アメリ許

カ テ グ

イタリア

アメ lJカ

国籍籍

イ ン ド

婁鰊

同 上

民   名

GOFdOn A■ Tho醐

R3ymOnd Sit`乖c,

Iomthan L_動 meF

豪 岬口も お曖

Kenneth A..Ribet

尉beFt V"M09dy

Vi南聰m pl飢儘

Gi職ュN“g Vang

氏  名

],MAttARANA‐

水

春

ベル研案沸研究1豊

′`,‐ ′ヾ~ド大嗜鋼鮭磨

ミーネソフ大黎 擾

7ア ンス̀1科鶉 員

カリフオルニア大学動教腱

サスーカテ真,ソ大学教授

シエ‐ナ大鋏

■Ⅲ…■―夕卿立大学塾揮

i研究聯1問

5oO晟26
56 1&‐ 』3

:il::[
51a 、ュ‐1.J

_1_

5a 砕 』‐

6長、 読10

5alta 9
60 9, 1

)
501.0,20

sa ‐Qュ.5
t

6611乳 11‐ 5

53 ■15
き

36. 1■ 110

66 52逓

o at16.23

備  寿

欄

刺国政府派攀錮鶴景

同 上

・李
・
　

銭

愧魃 [餞 :曾 :

讚 学聯 都
]|)]:I

hm 
賦

脚設計院捜鋼

文
　
．一
　

， 丁

上

タ
ー
森

厨 着

藤 爾

触 博

永 年 勘 艦 者 表 彰
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丁
―
―
―
―
―
―

者航渡外海

属

理

所

物

夫

　

夫

節

　

慶

丸

　

内

一　
　
竹

理

　

物

物

　

鉱

官 職  氏   名   渡航先国

助教授 長 澤 信 方 フランス

渡航期間     渡 航 目 的

3.15～ 331固体における励起状態と非線形多光
子共鳴過程に関する国際会議出席及
び光学物性物理学に関する研究交流
のため

318～4 3量子液体に関する研究会出席及びプ
ラズマ物理学に関する研究のため

3 1～ 312国 際回折データーセンター標準粉末
回折像協議会年会,評議会出席及び
X線結晶学に関する研究調査のため

320～ 3.31理論地震記象研究会出席及び研究打
合

322～ 3.29体心立方金属の機械的性質の特質セ
ミナー出席のため

3 6～ 320半導体物理学の研究のため

3.15～ 331「銀河の定量解析」の研究, ヨーロ

ッパ南天天文台国際研究集会出席の
ため

3.18～ 4 5緑色細胞におけるフィ トクロムの分
析と分子的性質の研究のため

314～ 3.22第 12回月 。惑星科学会議,国際隕石
学会評議員会出席及び鉱物に関する
研究連絡のため

3.28～ 412島弧―海溝系における地震性地殻変
動の比較研究のため

3.22～ 412大規模山岳系の大気大循環に及ぼす
影響に関する共同研究のため

316～3.31メ タロチオネンの生物学的機能セミ
ナー本会議出席及び無機分析化学の
研究連絡のため

313～4.2第 12回月 0惑星科学会議出席及び惑
星学に関する研究のため

3.23～414 ee実 験に関する将 来計画の打合
せのため

323～4.5オ ゾン観測データ検討会議出席のた
め

328～412乾燥地域地理学の研究実施のため

3.28～ 4.6植物分類学の資料収集のため

41～
::・ 1硝 合成化学に関する研究のため

4.7～919 国際協同実験―陰・ 陽電子衝突実験
打合せ並にヨーロッパ物理学会,第
17回 宇宙線国際学会及び 1981年 レプ
トン・ フォ トン国際学会出席のため

4.1～58331鉱物学の研究のため

412～519代数幾可学の研究・交流のため

助教授

教 授

地 物 助教授 斉 藤 正 徳

物 理 教 授 鈴 木 秀 次

物 理 教 授 植 村 泰 忠

天 文 助教授 小 平 桂 一

物 教 授

物 助教授

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

中華人民共和国

カナダ
アメリカ合衆国
Mじ連邦共和国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アミリカ合衆国

アメリカ合衆国

ドイツ連邦共和国
スイス

カナダ

中華人民共和国

中華人民共和国

アメリカ合衆国

スイス,詢レトガル
フランス,連合王国,

ドイツi藍鴫共和国

フランス

アメ リカ合衆国

‐]J

樹

　

弘

雅谷

　

田

古

　

武

植

　

鉱

地 理 講 師

地 物 助教

化 学 教 授

地 物 助 手

素粒子 助教授

地物研 助教授

地 理 助教授

植物園 助 手

化 学 助 手

物 理 教 授

米 倉 伸 之

松 野 太 郎

不 破 敬一郎

松

折

/1ヽ

/1ヽ

巴

渡

/1ヽ

手 河

手 川

孝 典

周 治

利 紘

巌

仁

裕

昌 俊

村 雄 行

又 雄二郎

井

一月

川

堀

田

辺

柴

Cle

助

助

質

学

地

数

-13-



0化 学 教 授 田 隅 三 生 アメ リカ合衆国 a31～ 6■ 8

化 学 助 手 竹 内 英 夫 アメリカ合衆国 531～ 6.18

物 理 教 授 有 馬 朗 人

化 学 助 手 吉 藤 正 明

地物研 助教授 小 川 利 紘

物 理 教 授 藤 井 忠 男

オース トラリア

アメ リカ合衆国

アメ リカ合衆国
ベルギー,イ ンド

アメリカ合衆国

510～5.19

5.31～ 613

5.16～612

52 1-53 1

官

教

属

報

所

情

人

勇

朗

尚

馬

田

有

山

授

授

教

教

理

報

物

情

学

報

数

情

慶

光

　

雄

長

敏

堀

崎

岩

山

学
。
理

　

理

数

物

　

物

教 授 木

助教授 前

化 学 教 授 不

村 俊 房

川   守

破 敬一郎

渡航先国

アメ リカ合衆国

アメ リカ合衆国
カナダ

アメ リカ合衆国
カナダ

中華人民共和国

オース トラリア

フランス

アメ リカ合衆国

シンガポール

台 湾

カナダ

スイス,イ タリア
ベルギー

アメ リカ合衆国

アメ リカ合衆国

オランダ

428～531
4.24～ 516

職  氏   名

授 国 井 利 泰

地 質 教 授 久 城 育 夫

化 学 教 授 向 山 光 昭

渡航期間      渡 航  目 的

4 6～4.28コ ンピュータ・ アーキテ クチャ並び
にデータベースシステムの共同研究
のため

4 2～421チ ャップ マン会議出席及び岩石学に

関する研究連絡のため

418～5 8有 機合成に関す る研究のため

4 4～425原 子核理論の研究のため

420～522オ ー トマ トン理論の共同研究及び第
4回オース トラリアコンピュータサ
イエンス学会出席のため

微分方程式の研究のため

'81年 ナショナル コンピュータ会議及
び第 8回 コンピュータアーキテクチ

ャ会議 出席のため

425～5 3第 1回 アジア・太平洋化学会議出席
のため

428～5 7代 数学の研究交流のため

426～ 5 2 TRIUIA/1F研 究所長期計画委員会出
席のため

5 7～6 4乱 れた系と局在化に関する国際会議
出席及び統計力学に関する研究連絡
のため

529～57.528物性物理学に関する研究のため

5 3～5.7米 国計算機学会出席のため

5 8～ 520国 際情報処理連合 2.1作業部会第28

回会合,算法言語シンポジウムプロ
グラム委員会出席及び研究交換のた
め

5.9～5.15カ ナダ地質・鉱物学会年会出席のた
め

5.27～ 6.16 中国における地震予知の現状及び唐
山被災地・ 断層の視察のため

簡便な入力形式により巨大分子の分
子振動数を計算するプログラム・パ

ッケージの開発に関する共同研究実
施のため

簡便な入力形式により巨大分子の分
子振動数を計算するプログラム・パ

ッケージの開発に関する共同研究実
施のため

原子核理論の研究のため

リン化学に関する国際会議出席及び

有機化学に関する研究連絡のため

NASA成 層圏ワークショップ出席

及び共同観測打合せのため

第 3回 日米高エネルギー物理学委員

会出席のため

物 理

情 報

情 報

高 田

坂 村

米 田

康 民

健

信 夫

教 授

教 授

助教授

助 手

助 手

教 授

鈴 木 増

地 質 助 手 浦 辺 徹 郎 カナダ

地 物 教 授 佐 藤 良 輔 中華人民共和国
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所 属 官 職

数 学 助教授

物 理 講 師

素粒子 助教授

氏   名

岡 部 靖 憲

三 須   明

折 戸 周 治

渡航先国   渡航期間

ソビエ ト連邦  620～ 629

アメリカ合衆国 6.21～ 831

Mツ連邦共和国 610～ 818
スイス

連合王国,   6 1～ 6.15
ノル ウェー ,

チェコスロバキア,

ソビエ ト連邦

カナダ      627～ 7. 6

アメ リカ合衆国 6レも 7.331
アルゼ ンチン

ドイツ連邦共和国 6.13～821

デンマーク,フ ランス,6.7～ 7.12
ドイツ連邦共和国 ,

スイス

アメ リカ合衆国 6.20～ 6.28

地物研 教 授 福 島

物 理 助教授 清 水 忠 雄

物 理 助教授 遠 山 潤 志

素粒子 助 手 駒 宮 幸 男

物 理 助教授 中 井 浩 二

物 理 教 授 宮 本 健 郎

渡 航 目 的

確率論と数理統計に関す る第 3回 ヴ

ィルニウスコンフェフンス出席のため

第15回炭素に関する隔年会議出席及
び光物性学に関する研究のため

国際協同実験 ―電子・ 陽電子衝突実
験及びシャワーヵゥンターのテス ト
のため

地球電磁気学・ 超高層大気物理学に

関する国際学術総会開催準備打合せ

及び地球磁気学に関する研究連絡の
ため

第 5回 レーザー分光学国際会議 出席
のため

トカマク実験による核融合研究及び
プラズマ物理に関す る資料収集のた
め

国際共同実験 」ADEに 参加するた
め

高エネルギー原子核相互作用の研究
及び第 9回高エネルギ ー物理 と原子
核構造国際会議出席のため

定常閉 じ込めに関する物理と工学 ;

トカマ クとその支援概念についての
ゴー ドン会議出席のため

大韓民国    6 3～ 7.12韓国オクチョン地帯の塩基性岩の化
学組成と地質構造の研究のため

原子核理論に関する協同研究及び第
9回高エネルギー物理学と原子核構
造国際会議出席のため

ゴー ドン研究会議出席及び物理学に
関する研究連絡のため

島弧―海溝系における地震性地殻変
動の研究実施のため

配座解析国際会議出席及び有機化学
に関する研究連絡のため

中部アンデスの地球物理学的調査の
ため

ゴー ドン会議出席並びに電子および
パイ中間子と原子核との相互作用に
関する共同研究のため

世界民間ユネスコ協会クラブ連盟設
立総会出席のため

シンガポール国際数学会議出席及び
数学研究上の諸問題についての連絡
協議のため

ゴー ドン・ コンフェレンス,不斉の
化学反応とプロセスセミナー本会議
出席及び有機合成化学に関する研究
調査のため

地 質 助教授 島 崎 英 彦

物 理 助教授 矢 島 紘 一

物 理 講 師 若 林 健 之

地 理 講 師 米 倉 伸 之

化 学 教 授 大 木 道 則

地 物 助 手 浜 野 洋 三

物 理 教 授 有 馬 朗 人

スイス,フ ランス 6.20-920

アメリカ合衆国 6.26～ 7.10

バヌアツ,     6. 5-7 3
アメ リカ合衆国,

北マリアナ諸島

アメリカ合衆国 6.21～7.5

ペルー,ボ リビア, 630～ 9.11
チ リ,

アメ リカ合衆国

アメ リカ合衆国 6.13～ 6.27

化 学 助教授 露 木 孝 彦

数 学 教 授 岩 堀 長 慶

化 学 教 授 向 山 光 昭

フランス

シンガポール

フィリピ ン

アメ リカ合衆国

6.27～ 7. 5

6. 7～618

6.27～ 7.16
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富

教

属
Ｆ理

所

物

磯  氏

授 1山1麟
名|

敏 光

渡航発国   鼈 ,蘭

データリカ合衆国 a3,‐、

腱 航 目 的

第9回ニュートリノ雪l菌藤会議油
1鰯|た |め,

あなたです′
|

火事を出すのも

編 集‐徴 記

編集|と いう経のことも.してぃないから,後記を書くのは御 けるが:各

方面の御協力
‐で,よ うやく1本肇を出せたので,ここで御礼‐を中し述べる。

■お■印刷上のミスが鯛 にあり衛迷譲をかけたことをおわびする。判 II

委員に変fetして物理教室の矢崎絋■氏か新し―く欄榮委員‐に,本年4月から1就

任された.。

〓

―
∴
証
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内線 4053
4123
4258
4357
4482

(数学)

(物理)

(天文)

(化学)

(人類)

茂

一　
一
彦

市

紘

桂

孝

恵

高

崎

平

木

本

集

飯

矢

小

露

尾

編




